













顎口蓋裂 48 例（男子 31 例，女子 17 例）とした。5-year-olds’ Index による内訳は，スコア 1 が 3 例，
スコア 2 が 7 例，スコア 3 が 22 例，スコア 4 が 13 例，スコア 5 が 3 例であった。平均値は 3.13 であっ
た。これらをスコア 1,2（以下 A）群とスコア 3（以下 B）群，スコア 4,5（以下 C）群の 3 群にわけた。






SNA を除いていずれの時期，計測項目においても相関はなかった。乳歯列期の SNA と乳歯列期およ
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顎口蓋裂 48 例で，これらを 5-year-olds’ Index によるスコア 1,2（以下 A）群とスコア 3（以下 B）群，






期および永久歯列期の顎間関係（ANB と A-B 平面角）はスコアが大きくなるほど悪化した。治療に
よる介入はスコアが大きくなるほど増加する傾向にあった。すなわち，5-year-olds’ Index の評価は乳
歯列期の上顎骨の位置と上下顎骨の前後的位置関係を反映しており，後者は治療介入を受けた永久歯
列期においても持続していること，咬合関係も同様の傾向があることが明らかとなった。本指標は一
次手術の術後評価だけでなく，これらの患者の予後をある程度推定することも可能であることを示唆
したことは特筆すべきであり，高く評価できる。
以上のことから，本論文は博士（歯学）の学位授与に値するものと判断する。
